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JAはが野の概要

JAはが野青壮年部
（本 部）

真岡支部

益子支部

芳賀支部

茂木支部

市貝支部

二宮支部



JA祭り 餅の販売

未来ちゃんクラブ
農作業指導



ﾎﾟﾘｼｰﾌﾞｯｸの作成手法勉強会

球技大会

常勤理事との意見交換会



自分たちの作った農作物の評価は？

消費者は何を求めているのか？

私達の気持ちも聞いてもらいたい。

私達から伝えたい思いがある。

消費者との交流会の誕生



圃場での説明



消費者と一緒に昼食作り



マルシェジャポンとオランダの市場

ﾏﾙｼｪジャポン ｵﾗﾝﾀﾞの市場



部会の理解得られるかな？

パックは、市場と
一緒でいいの？

うーん・・



浅草マルシェ

アドバイスを受けながらの
陳列・値札付け



浅草マルシェ開店



緊張しながら接客中



1回目のﾏﾙｼｪで学んだこと

販売の難しさ
・地元：沢山入ったもの→浅草：少量
・米や鉢花→重たいからいらない
・青いトマトなど珍しいものがよく売れた

販売する地域によって消費者の求めるものが違う

市場と消費者では求めるものが違う

市場からの要望 消費者からの意見
・選果の徹底 ・形より味
・日持ちの良さ ・少し高くてもおい
・細かい等階級 しいもの



つまづき

東日本大震災

竜巻被害



銀座マルシェ

消費者との交流事業再スタート



休日の銀座賑わっていますが・・・

でも、多くの人と話ができました



2回目のﾏﾙｼｪで学んだこと

1回目同様販売の難しさ
・味に自信を持って臨んだイチゴがなかなか売れない
・加工品などお土産になるものは売れる
・見た目の印象でお店（商品）を選ぶ

同じ都内でも場所や、お客さんの目的によって求めるものが違う



活動の成果

部会活動への波及



ライブ販売（対面販売）の提案
私たちが行うライブ販売は、「販売が目的ではない」

対消費者
・はが野のトマトの知名度のＵＰ
・生産者の思いの伝達
・消費者ニーズの把握
・食べ方の提案（消費拡大）

対販売店・市場
・信頼関係、協力関係の構築
・産地イメージのＵＰ

はが野のファンを増やす

売り場の確保・販売増

＝

ライブ販売のスタイル

スタイルにこだわった理由は、他産地が毎年対面販売を実施していたにも関わらず、はが野では、ここ数年実施していなかっ
た。そのため、再開するに当たり、他産地との差別化を図る必要があった。また、農水省が昨年９月より実施（現在は、各運営会
社にて運営）した、マルシェ・ジャポンにより、販売スタイルが大きく変化してきており、より消費者に受け入れやすいスタイルとす
る必要があった。
今回は特に、都心での実施となり、都心では、マルシェは大きなものでも４ヶ所開催されており、消費者もかなり知識を持ってい
る。紳士に対応し、はが野のイメージダウンをならないよう十分に注意する必要がある

抜粋

トマト部会青年部



提案した販売スタイル

試食（ﾄﾏﾄｼﾞｬﾑを使ったﾋﾞｯｸﾘﾋﾟｻﾞﾄｰｽﾄ
簡単ﾄﾏﾄｻﾗﾀﾞ）



レシピ
対面販売の

心得



提案された対面販売の実施

大盛況



意識の変化

部会のあり方変えて
いかないとだめだよ
ね

ＪＡも時代に合わせて変
わらないとだめだよ

市場環境が昔とは

変ってきているから
ね

しじょう

将来のリーダーとして期待



その他の成果

・目的を持って活動し、成果もあがっているため
勧誘しやすくなった

・消費者の評価を聞くことができ、モチベーショ
ンが上がる
・楽しみながら活動しているうちにマーケティン
グについて学べる

●盟友数の増加

24年度・25年度だけでも6名増加



これからの活動

マルシェでの消費者との交流事業の継続

・変化し続ける「消費者ニーズ」を探る

・消費者との交流による後継者育成

・消費者との交流事業によるＪＡ若手職員のｽｷﾙｱｯﾌﾟ





JAはが野青壮年部真岡支部


